
  岩手大学農学部附属寒冷バイオシステム研究センター主催 
ＣＲＣは寒冷バイオシステム研究センターの英名 Cryobiosystem Research Center の略称です。 

第第６６回回 CCRRCC シシンンポポジジウウムム  
－生命・環境と岩手の自然－ 

 

岩手大学農学部附属寒冷バイオシステム研究センターでは、第６回ＣＲＣシンポジウムを開催いたし

ます。今回は、寒冷バイオの平成17年度客員教授である５名の先生方が、それぞれの研究内容・専

門分野に関するお話しをして下さいます。シンポジウム終了後には、演者を囲んで懇談する場を設け

ます。お忙しいとは思いますが、万障繰り合わせの上、ぜひご参加いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 

担当・農学部附属寒冷バイオシステム研究センター 

木藤 新一郎（kidou@iwate-u.ac.jp） 

****************************************************************************** 

日時：2005年10月31日（月）午後２時から  

場所：岩手大学附属図書館２階 生涯学習・多目的学習室 

タイムテーブル並びに演題・演者 

14：00～14：10  開会の挨拶 
上村 松生（センター長） 

 

14：10～14：50  鉄貯蔵たんぱく質フェリチンを用いた分子育種 
後藤 文之（財団法人 電力中央研究所） 

 

14：50～15：30  重金属汚染土壌のファイトレメディエーションの現状と課題 
近藤 敏仁（株式会社 フジタ） 

 

15：30～16：10  北海道産小麦の新規利用のための小麦粉タンパク質の解析と 

インスタントラーメン開発への応用 
猿山 晴夫（株式会社 北海道グリーンバイオ研究所） 

 

16：10～16：20  休憩 
 

16：20～17：00  宮沢賢治が愛したイーハト－ブの自然 
瀬川 強（フォトグラファー） 

 

17：00～17：40  ペプチド鎖伸長因子１の超多機能性 

：生体防御への関与を中心に 
江尻 愼一郎（岩手大学名誉教授） 

 

18：00～20：00  懇親会（無料） 
会場：寒冷バイオシステム研究センター・セミナー室 

mailto:kidou@iwate-u.ac.jp

